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「自立と共生」を建学精神に掲げる文京学院大学は、障害のある人と共に豊かに生きることができる社会を

目指し、この度、障害のある人への合理的配慮を推進する職場用リーフレット「WiTH 共に、豊かに生きてい

く」を制作しました。リーフレットは、「一億総活躍国民会議」の民間有識者メンバーで、障害者雇用を専門とす

る本学人間学部の松爲信雄客員教授が総合監修にあたり、また、厚生労働省の協力のもと制作しました。

「WiTH 共に、豊かに生きていく」は、文京区内の希望企業に配付し、同時に「公共職業安定所（通称：ハロー

ワーク／東京都・埼玉県 29 ヵ所）」と「地域障害者職業センター（全国 47 ヵ所）」に配布設置します。また、併せ

て本学ホームページでの公開により全国の企業での利用促進を図る予定です。 

 

「WiTH 共に、豊かに生きていく」ダウンロードホームページ 

http://www.u-bunkyo.ac.jp/faculty/human/2016/09/with.html 

 

 「インフォグラフィック」による社会的課題解消プロジェクト第二弾  
 

本学の経営学部では、「ビジュアル・シンキン

グ」を教育テーマのひとつとしており、その手

法のひとつである「インフォグラフィック」を

用い、社会的課題の解消に取り組むプロジェク

トを今年 3 月から展開しています。その第一弾

として取り組んだテーマが「外国人への防災」

です。外国人は地震に対する経験・知識が少な

く、更に言葉の壁もあるため、それらにより災

害弱者とならないために専用の「地震 防災マ

ニュアル」を制作しました。そして今回の第二

弾テーマが「障害のある人と共に働く」です。

障害のある人と共に働く人たちが実践すべき、

配慮(心づかい)事例をまとめたリーフレット

「WiTH 共に、豊かに生きていく」を制作しました。今回は、厚生労働省が公表する「合理的配慮指針事例

集」（第一版）の「採用後」の事例に特化し、企業の人事・労務管理担当者のみを対象とするのではなく、障

害のある人と一緒に働く社員が実際に職場で使用することを想定しています。制作にあたっては、本学が強

みを持つ経営学部の「インフォグラフィック」と人間学部の「社会福祉」双方の知見を統合し取り組みまし

た。 
 

 「社員への教育」に着目  
 

2016 年 4 月 1 日、改正障害者雇用促進法が施行されました。雇用の分野で障害者に対する差別が禁止さ

れ、合理的な配慮の提供が義務となりました。合理的配慮とは、障害のある人が職場に適応し、有する能力

を十分に発揮できるよう、受け入れ側が配慮しなければならない義務を指します。職場でのその推進にあた

り重要な視点が「社員への教育」です。障害のある人が広く活躍できる社会を実現するためには、障害のあ

る人と共に働く社員一人ひとりが、障害のある人を真に理解し、それに基づく対応も併せて理解することが

必要です。現在流通している合理的配慮に関するマニュアルの多くが、障害類型毎に詳細に作成されている

のに対し、本学が制作したマニュアルは、障害毎の特性やそれによる合理的配慮(心づかい)のポイントを一

目でみて理解しやすいよう、障害類型を一つのインフォグラフィックでまとめている点が特長です。社員一

人ひとりの「意識改善」と「実践」を促すリーフレットとして、小規模から大規模に至る全国の企業で活用

されることを見込んでいます。 

 

障害のある人と共に豊かに生きることができる日本社会に向けて 
 

職場で障害のある人への「合理的配慮」を実践できるリーフレット制作 
 
 

～ 「一億総活躍国民会議」メンバーの本学人間学部松爲信雄客員教授が総合監修 ～ 

 



 

 

 “障害のある人と共に働く”を企業で広める職場用ツール  
 

本学は、現在、4 学部 10 学科を擁し、その一つに社会福祉を専門とする人間学部人間福祉学科がありま

す。そこで教鞭を執るのが本学人間学部の松爲信雄客員教授です。松爲客員教授は、「一億総活躍国民会

議」に障害者雇用の専門家の立場から参加し、その他にも厚生労働省の労働政策審議会の委員なども務め

るなど、障害者の職業問題に関する研究をライフワークに「障害のある人が働くこと」について長年関わっ

てきました。今回の「WiTH 共に、豊かに生きていく」は、松爲客員教授が総合監修を務めました。 

 

制作した「WiTH 共に、豊かに生きていく」は、“障害のある人と共に豊かに生きていく”という視点

で、厚生労働省が公表する「合理的配慮指針事例集(第一版)」における「採用後の事例」を基にインフォ

グラフィック化しました。本ツールは、表面・裏面で構成され、表面では“障害のある人への配慮の事例”、

裏面では“障害のある人への理解”を主眼に作成されています。裏面では、「知的障害のある人」「高次脳

機能障害のある人」「精神障害のある人」「内部障害のある人」「難病に起因する障害のある人」「視覚障害

のある人」「肢体不自由のある人」「聴覚・言語障害のある人」「発達障害のある人」の 9 つの障害特性が

まとめられています。そして表面では、9 つの障害類型が一目でわかるよう表現デザインし、かつ、9 つ

の障害類型にみられる共通事例を帯・吹き出しで表しています。9 つの障害類型に共通な項目としては、

「業務指導や相談に関し担当者を定めましょう」や「プライバシーに配慮しながら障害の内容や必要な配

慮について理解しましょう」、「出退勤時刻・休憩・休暇に関し、通院や体調に配慮しましょう」を中心か

らの 3 つの色帯と吹き出しで表し、いくつかの障害類型に共通する事例もまた同様に表しています。また、

障害類型ごとの配慮事例として、視覚障害の人の場合は「出勤簿への押印をほかの社員が手伝いましょう」、

肢体不自由の人の場合は「体温調整や着脱しやすい服装を認めましょう」などが記載されています。裏面

のデザインは、障害のある人も、そうでない人も、共に生きる社会の姿をイメージしており、また、タイ

トルには、円上に使用した 9 色で構成された「WiTH」のロゴマークがデザインされています。そこには“共

に豊かに生きる”とのメッセージが添えられており、「WiTH 共に、豊かに生きていく」を通じ、障害の

ある人と共生できる社会が、ちょっとした配慮(心づかい)で実現できるというメッセージが込められてい

ます。 
 
 

[表面] 

 

障害類型が 9 つあるという
ことが一目でわかるように
円で表現 

各障害種別に共通した配慮
事例を 8 色の色帯と吹き出
しで表現 

障害種別ごとの配慮事例を
記載 



[裏面] 

 

 

【 「WiTH 共に、豊かに生きていく」の総合監修 】 

松爲信雄 (まつい のぶお)  文京学院大学 人間学部 客員教授 

職業研究所(現日本労働研究研修機構)研究員、障害者職業総合センター主任研究員の

後、東京福祉大学、神奈川県立保健福祉大学を経て、現在、文京学院大学客員教授。障

害者の職業リハビリテーションに長年携わる。厚生労働省労働政策審議会障害者雇用分科

会委員、文部科学省特別支援教育総合研究所運営理事外部評価委員長、日本職業リハ

ビリテーション学会顧問、日本発達障害学会常任編集委員。2015 年には障害者福祉政策

分野で「一億総活躍国民会議」の民間議員、2016年10月からは内閣府障害者政策委員会

委員。著書に「発達障害の子どもと生きる」「職業リハビリテーション学」など多数。 

 

 

＜ 文京学院大学について ＞ 

1924年、創立者島田依史子が島田裁縫伝習所を文京区に開設。教育理念「自立と共生」を根源とする先進的な教育環境

を整備し、現在は、東京都文京区、埼玉県ふじみ野市にキャンパスを置いています。外国語学部、経営学部、人間学部、

保健医療技術学部、大学院に約 5,000 人の学生が在籍する総合大学です。学問に加え、留学や資格取得、インターン

シップなど学生の社会人基礎力を高める多彩な教育を地域と連携しながら実践しています。 

 

 

本件に関する報道関係者様のお問い合わせ先 

文京学院大学（学校法人文京学園 法人事務局総合企画室）  三橋、谷川 電話番号:03-5684-4713 
 

文京学院大学広報事務局（株式会社プラップジャパン） 横山、伊藤 電話番号:03-4580-9104 

9 つに分けられた障害類型
を理解するためにそれぞれ
の特徴を説明 

折りたたんで保管できる仕
様 


